
 

 

災害時における物資供給に関する協定書 

 

福山市（以下「甲」という。）とアサヒグループ食品株式会社（以下「乙」という。）は，

福山市内で地震，風水害その他の災害が発生した場合（以下「災害時」という。）における

物資供給について，次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は，災害時に，避難所等に避難した住民（以下「避難住民」という。）に

対し，甲と乙が協力して物資を供給することについて，必要な事項を定めることを目的

とする。 

 

（供給物資） 

第２条 甲が乙に供給を要請する物資は，次のとおりとする。 

 （１）食料品(アマノフリーズドライ商品) 

 （２）その他可能物資  

２ 甲は必要に応じ，乙に対して前項に定める物資について供給可能な在庫品目，数量等

について報告を求めることができる。 

 

（要請の手続） 

第３条 甲は，災害時に避難住民に物資を供給する必要があると認めたときは，乙に対し，

その旨を文書で要請する。ただし，緊急を要する場合は口頭により行い，その後速やか

に文書を提出するものとする。 

 

（協力実施） 

第４条 乙は，前条の要請を受けたときは，可能な範囲で物資の優先的な供給に努めるも

のとする。 

 

（受取及び運搬） 

第５条 物資の引渡し場所は原則乙が指定する場所で引き渡すものとし，運搬は甲が行う

ものとする。ただし，甲が運搬できない場合は，乙に対して運搬の協力を求めることが

できる。 

２ 甲は，乙が前項の規定により物資を運搬する場合は，乙の車両を優先的に通行できる

ように配慮するものとする。 

 

（費用の負担） 

第６条 第４条の規定により乙が供給した物資の対価及び運搬費用ついては，甲が負担す

る。 

２ 甲が負担する物資の対価は，災害時等の直前における適正価格を基準として，甲乙協



 

 

議の上，決定する。 

（代金の支払） 

第７条 甲は，物資の納入を受けた後，乙からの請求書を受理した場合には，災害の発生

による混乱が沈静化した後，速やかに代金を乙に支払うものとする。 

 

（有効期間） 

第８条 この協定の有効期間は，協定締結の日から２０１７年（平成２９年）３月の末日

をもって終了とする。ただし，この協定の有効期間満了の日の１ヶ月前までに，文書を

もって協定の終了の通知がない場合は，引き続き１年間更新するものとし，以後も同様

とする。 

 

 （円滑な運用） 

第９条 甲及び乙は，この協定締結時及び毎年度当初に連絡担当者，連絡手段等について，

相互に確認するものとする。 

 

（協議） 

第１０条 この協定に定める事項について疑義が生じたときは，甲乙が協議の上，定める

ものとする。  

 

 

    ２０１７年（平成２９年）１月２６日 

 

甲  福山市東桜町３番５号 

福山市 

                       福山市長 枝廣 直幹 

 

乙  東京都渋谷区恵比寿南２－４－１ 

アサヒグループ食品株式会社 

   代表取締役社長 唐澤 範行 

 


